唐澤一友・モート、セーラ著『日本人が知りたいイギリス人の当たり前 : 英語リーディング』（三修社、2017年） by 伊東 貴史
23
「イギリスを知っていること」（to know the U. K.）と「イギリスについて知っ










やパブ（第 4節および第 5節）、あるいは鉄道（第 9節）などといった、英国
人の日常を取り巻く実情が紹介される。また第 2章「地理歴史」では、英国の
王家・王室（第 12 節および第 13 節）や爵位と敬称（第 14 節）、はたまたイン
グランドとスコットランドとの関係など、イギリスの現況を理解する際に と
なる事柄が歴史的な視点から紐解かれ、つづく第 3章「現代社会」では、昨年







る移民事情（第 22 節）や階級制度（第 23 節および第 24 節）など、現代イギ
リス社会の根幹を成している部分について多面的な解説がなされる。さらに第
4章「文化芸術」では、そういった社会を下支えしているイギリスの音楽（第
36 節および第 37 節）、アート（第 38 節）、祝祭（第 43 節および第 44 節）な
どといった部分に焦点が当てられ、最後の第 5章「その他」では、イギリス英














































の、“Very relaxing for the spectators”（36）というコメントからは、イギリス
人特有の皮肉が感じられ、どこかおかしみがある。また、第 49 節でイギリス
英語とアメリカ英語の違いを象徴する言葉として引用されるオスカー・ワイル
ド（Oscar Wilde）の短編 “The Canterville Ghost”からの一節、“we have really 
everything in common with America nowadays except, of course, language”（216）
など、折に触れて差し挟まれるこういった滑稽さの数々が、ややもすれば退屈
になりがちな解説に彩りを加え、読者を飽きさせない。
本書を読み終えたとき、読者は、個々の小さな事象について学んでいたはず
が、最終的にはイギリスという国に関する包括的な知識を得ていることに気づ
くだろう。形式的には複数の章に分けて構成されているものの、結局のところ、
その国の「地理歴史」に由来する出来事の連続が、その土地に固有の「文化芸
術」を生み、それらを享受する人々のささやかな「日常生活」の集合体が、他
でもない「現代社会」なのである。ゆえに、これらの章はそれぞれに幾度とな
く重なり合い、読者のイギリスに対する漠然とした認識を、より体系的なもの
に変えてくれる。洒落た英語に誘われページをめくってゆくうち、はじめは浅
く表面的だった知識が、次第に拡がり深みを帯びてゆく快感を堪能されたい。
